


 

 

モンゴル語版『モンゴル佛教史』の研究（２２）



大正大学モンゴル佛典研究会



序文（年度）



 年度に引き続き、モンゴル語版『モンゴル佛教史』葉以下のローマ字転写、

翻訳、注釈を提示する。

 今年度の当研究会で本研究に携わったのは以下のメンバーである。

 阿部真也（大正大学綜合佛教研究所講師）、アリヤ（本研究会研究員）、茨木智

志（上越教育大学教授）、ウルジージャルガル（新潟産業大学）、M. エルデニバー

トル（内モンゴル大学副教授）、エルデニバヤル（内モンゴル大学教授）、オーダ

ム（中央民族大学）、梶山啓一（本研究会研究員）、片桐尚（内モンゴル大学客員

教授）、窪田新一（大正大学教授）、新藤篤史（大正大学歴史学科副手）、バイカ

ル（桜美林大学准教授）、藤本良子（本研究会研究員）、三浦順子（本研究会研究

員）、満永葉子（本研究会研究員）、宮本正彦（本研究会研究員）、山口勝弘（本

研究会研究員）、高橋宏之（大正大学大学院）。 

 

   一 凡例 

・原文の「葉」および「行」の表示方法について 

   転写・訳文とも文章の頭に五桁の番号を入れる。例えば、77葉７行は07707と 

表示する。 

・転写：ポッペ・小沢式のアルファベット表記・転写方式によっているが、それを 

基本として、を、をと転写するアルガリ表記を考慮す

るなど若干の変更を加えてある。 

・脚注：翻訳、転写の現代モンゴル語との異同などは脚注において指摘し、積極的 

に修正した。 
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・略記：チベット語テキスト

橋本本：ジグメ・ナムカ著、橋本光寳編『西藏文蒙古喇嘛教史』蒙蔵典籍刊 

行会、昭和15年 

フート本： jigs-med nam-mk’a（著）, Georg Huth（編） 

“Geschichte des Buddhismus in der Mongolei” 

         Erster Teil. Strassburg, 1892 

青海本：久明柔白多杰著『蒙古佛教源流』青海民族出版社、1993年12月 

翻訳 

橋本訳：ジグメ・ナムカ著、外務省調査部訳『増訂蒙古喇嘛教史』 生活社、 

昭和15年 

フート訳：jigs-med nam-mk’a（著）, Georg Huth（訳）

“Geschichte des Buddhismus in der Mongolei” 

Zweiter Teil. Strassburg, 1896 

テルビシ訳：ЦЭМБЭЛ ГYYШ（著）,  Л. ТЭРБИШ  
Р. БЯМБАА（訳）

МОНГОЛЬIН  ТYYХ  ОРШВОЙ

УЛААНБААТАР, 1997 
ウルジー訳：固始噶居巴・洛桑澤培著、陳慶英・烏力吉訳注『蒙古佛教史』 

天津古籍出版社、1990年12月 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





                                                      
(1) 橋本本にはyon tan rgya mtsho dpal bzang po とある。 
(2) 橋本本にはbsod nams rgya mtsho とある。 
(3)  
(4)  
(5)  
(6)  
(7)  
(8)  
(9)  
(10) 
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                         その後、衆生

 主、第４代勝者、ヨンデン・ジャムソ・バルサンボは、

 第葉終り

 勝者ソドノム・ジャムソ（ダライ・ラマ３世）の、生前のご遺言

 とさらに、また、「天に縁のある人々に歓喜を生み出す王

 その名が普く智慧があり、月が新しい顔を見せるように、吉祥が常に

 増す。」という意味は、天に縁のあるものがチンギス・ハーンの一族に（ダ

ライ・ラマ４世が）

 生まれたので、父母をはじめとするその地方の人

 々の歓喜をもたらし、またエルデムという名の特徴が

 具体的に出ているご遺言が安堵されたように、大モンゴルの世界の、

 あらゆる所に、文殊菩薩ラマの汚れなき教義を広める為に
































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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







                                                      
(1) 橋本本にはdgaF lden mkhaF spyod とある。 

(2) 橋本本にはseng ge dU ga rung とある。 

(3) 橋本本にはsU mir tAFi ching hwong taFi ci とある。 

(4)橋本本にはtA re とある。 
(5) 橋本本にはpA han cvo la とある。 
(6) 
(7) 
(8) 
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 都率ダーキニーの住処から流れ星のように、センゲ・ドゥーレン・

 ハーンの長男、スミル・ダイチン・ホンタイジの妃、ダリすなわちダーリ

ン・バーハン

 ジョラの胎内に戊子（年）の３月の晦日に

 水晶の珠子をもって、真っ白な男の子の姿で（嬰児が）胎内に入った。そ

の時、母の

 ゲルに５色の虹が何度もかかったり、花の雨が降ったのを、

 皆ではっきり見たことなど、驚くべき多くの奇瑞が次々に現われた。

 己丑の年（年）の正月１日に、太陽が昇る時に、泥土によっても

 汚れないように、白蓮のように、胎内の網によって完全に

 解脱し、３歳の頃ほどの身体の大きさになって、黄金の塔が、

 日の光に輝くように、威厳ある様子で


































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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





                                                      
(1) 左にと書き込みがある。橋本本にはbkaF Fgyur とある。 
(2)  
(3)  
(4) 橋本本にはdon yod zhags pa とある。 Skt. amoghapASa 
(5) 
(6)  
(7) Skt. iXTadevatA （守護神）、橋本本にはyi dam とある。 
(8)  
(9) 橋本本には（毘沙門）とある。Skt. vaiSravaNa 
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 御手に水晶の珠子をもってお生まれになった。ある日、母に「寺院から

 ガンジョール（大蔵経）のマ（ｍａ）巻（巻）を招来したい。」とおっし

ゃった時、それを御覧になって「これは

 私の伝記だ。」その伝記を開けてみれば、妙法（白）蓮華経の

 中の、『適格なる縄』（不空羂索観音）の伝記が出たので、観音菩薩の化身

 であると信用し、皆で祈った。過去と未来における、宝座

 を整えて、法を説く様子と、多くの小石を集めて、

 第葉終り

 順に並べて、「それらはラマ、守護神、本尊、佛陀、菩薩の像と

 同じである。」などのお言葉を述べていた。ある日、六手智慧

 マハーカーラ、業の閻魔大王、毘沙門天、四手尊および

 四面マハーカーラなど、多くの護法者の顔を御覧になって、そのような


































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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











                                                      
(1) 橋本本にはrab gnas とある。モンゴル語 rabanai, Skt. praTiXthA
(2) 
(3) 橋本本には gsol  dpon（膳方）とある。 
(4) 参照。 
(5)  
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 様子でいらっしゃったとお言葉を述べられて、それらを何回も、繰り返し

 やって、みせられた。年が変わって（年）、父（ダライ・ラマ３世）

の供養堂において、開眼の儀式を行う

 時、転生者が先代の姿に対し、「これは私である。」と

 おっしゃった。そこに集まった多く（の人々）は、御手の灌頂が行われる

際に、

 両手と片手などの方法により、善悪の区別をしながら、御手の

 灌頂を授けた。膳方など、以前の弟子たちの頭頂に御手を置く

 時に、それぞれ名前を呼んでそのようにしたので、人々は全て

 言葉もなく信心を得た。ある時、接見にきた人々に対し、

 この聖なる一切智者（ダライ・ラマ４世）は、四手大悲者と白い（初めの）

「フン」（吽）の

 字と白光の点、および毛羽立たせた髪に、白い着物を
































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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







                                                      
(1)  
(2)  
(3)  
(4)  
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 まとったラマの姿などとして、同じではない多くの姿を見せたので、

 全ての有情が、前世の聖者（ダライ・ラマ３世）の最上転生者と、疑念なく

 認識を得て、礼拝、囲繞、布施、合掌など十善の

 業道を増やした。壬辰の年（年）、フフホトに急ぎ行きたいとの

 御言葉を賜ったことに従い、大ラマたち、大諸侯たちが

 招待を行い送別は、父（スメット・ダイチン）が先頭に立って行った。

人の騎馬隊によって守られ、

 前世の聖者（３世）が、自ら加持した特別の場所に、自然のまま

 居住する僧侶たちが、多くの殊勝なる供物を捧げ、

 前方に疲れながらも歩み出て、お迎えし、前世の聖者のお坐りになった台座

の上に

 足の蓮華をお作りになり、そこにいた僧俗の

 第葉終り

 大集会の中で、前尊者の業績を短く






























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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







                                                      
(1) 
(2) 橋本本にはrin po che kun bzang rtse nas （人名）とある。 
(3)  
(4) 橋本本にはdpal ldan rgya mtsho （人名）とある。 
(5) 
(6) 橋本本にはphyag mazod とある。 
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 要約し、未来に起こることを予言し、

 大きな問題の１つを、無畏のお言葉によって説かれた。その後、しばし、

 描くこと、書くこと、読むこと、暗記することなどの、学習内容などを

 グンサン・ツェーネ・エルデニが捧げたものを、あまり努力しないで

 困難なく身につけられた。次いで執事長バルダン・ジャムツォーは、

 最勝変化身がモンゴルの地に現われたという、よい話を聞いて

 ウーから出発した。彼と共にある多くの大小の諸侯と、セラ、

 デプン、ガンデンの３寺をはじめとする多くの寺院の招請者たちと共に

 フフホトに着いて初対面の時に、前世の

 ことを回想して認識したお言葉を多くおっしゃったので、執事長を

 はじめとする、昔お側に仕えた人々が、前世の聖者（ダライ・ラマ３世）を

思い出し、


































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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 











                                                      
(1)  
(2)橋本本にはrgyal khang rtse ba dpal Fbyor rgya mtsho （人名）とある。 
(3)  
(4) 橋本本にはthams cad mkhyen pa （一切智者）とある。 
(5)橋本本にはyon tan rgya mtsho dpal bzang po とある。 
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 喜びと悲しみの輪廻する様々な様相を現わした。

 以前ガンデン寺の前任の主持ジャルハン・ツェーワ・バルジョル・ジャムソ

は

 執事長がモンゴルの地に来られた時おっしゃったことには、「私たちは

 高齢なのでモンゴルの地にある尊者の側にいけないので

 昨今、ウー、ツァンにおいて、我が方のラマたちの中で、最高齢は私である

 故に、転生者活佛（ダライ・ラマ４世）に称号を捧げる因縁があるので、一

切智者の

 ヨンデン・ジャムソォー・バルサンボという名を献げる。」と申し上げたの

で、その後

 貴賤を問わず全ての人々にこの名前が日月のように広がった。歳（

年）に達する

 まで大モンゴルの衆生の利益の為に勤めて、毎日モンゴルの各大

 部族たちの供物などが、大ハーンが税を集めるように

























                                                                                                                                                              
 
(1)  橋本本に「名前」とある。 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







                                                      
(1) 橋本本には dpal Fbyog とある。 
(2) 橋本本にはshes rab rgyal mtshan とある。 
(3)  
(4)  
(5) 橋本本には rva sgreng （寺院名）とある。 
(6) 橋本本には bkaF gdams glegsbam （カーダムパの問答録）とある。 
(7)  
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 財物が毘沙門の蔵のようになった。ウー、ツァンから使者シェーラブ・ジャ

ルサンが

 モンゴルの地に招請に来たことに間に合うように準備をさせたのに、

 第葉終り

 ハーンと妃をはじめとする人たちはいろいろな方法で遅れると、一方で、執

事長が

 賢い方法を使って障害を乗り越え、さらに漢地の

 万里の長城の近くの外側の道を通って、青海にたどりついた。

 彼らゴルチ侯が祈願したとおり２、３ヶ月滞在し、その

 地の全ての有情に涅槃と一切智者の種子を

 植え、そののち赴かれてさらにラスグリン寺に往き、法座についた。

 ガーダムの教法をとなえたことにより、花の雨および虹の光

 など驚くべき瑞兆が不思議にも現われた。その後、以前ガンダン






























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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 






                                                      
(1) 橋本本には sangs rgyasrin chen （佛法）とある。Skt. buddha（目覚めた）ratna（宝） 
(2)  
(3)  
(4)  
(5) 橋本本にはthams cad mkhyen pa bsod nams rgya mtsho dpal bzang po （人名）とある。 
(6) 
(7)  
(8) 橋本本には skoy mo lung （ジョルモロン寺）とある。 
(9)  
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 主持活佛をはじめとする大ラマたち、プダハ・ラトゥナたちが歓迎し、

 戒律の緋の袈裟をまとった僧侶たちが出迎え、ガンダンに

 着いた時、花の大雨が降った。父なる聖者（ツォンカパ）の銀の舎利にお会

いして

 礼拝する時、文殊菩薩のお顔が現われた。大法会において法縁

 を授けた。ラサに着く際、数万の数の法会で「これと

 同じ目の慶びは、魔術で変化したものではないか。」と話して、

 多くの人々が一切智者ソドノム・ジャムソ聖者、

 彼を思い出し、懐かしんで、目から涙を流して声に出して、

 祈りの大声明を響かせた。日にセラ寺、

 デプン寺、ガンダン寺、ジョルモロン寺などの近くの無数の




































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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









                                                      
(1)  
(2)  
(3) 橋本本には me tog とある。 
(4)  
(5) Skt. potala （補陀落） 

(6) 橋本本には  （宮殿）とある。 
(7)  
(8) 
(9)  
(10)  
(11) 橋本本にはshA kya mu ni（チョカン寺の釈迦牟尼仏。青海本 shA kya mu ne）とある。

Skt. SAkyamuni 
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 寺院の僧侶たちが集まって、決まりどおりの緋の衣の

 色で虚空道全てを、又、金色にすることができるほどの

 列の数珠を長く並べて、傘と幟（のぼり）、幡、施律（音楽）、

 花など不思議な供養会と一緒に前よりお迎えし、

 具足吉祥、デプン寺全方から勝者寺第２の

 補陀落ガンダン宮殿の獅子座に到着された。そこで歓送

 第葉終り

 のために集まった、僧俗の大集会において、偉大なる大慶祝宴を

 執り行った。その後（チョカン寺の）釈迦牟尼佛の前で、出家した師、






































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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







                                                      
(1) に相当するチベット語は、橋本本・青海本共になし。
(2) 
(3) 橋本本には bkra shis lhun po とある。 
(4) 橋本本には paN chen blo bzang chos kyi rgyal mtshan dpal bzang po とある。 

(5) 橋本本には dbang （灌頂）とある。 
(6) 橋本本には lung （教え、聖言）とある。 
(7) 橋本本には ti shir （帝師）とある。 
(8) 橋本本には stong lung mdaF （千の聖言の真実）とある。 
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 その活佛とガンダン主持ラマ・サンゲー、以前のガンダン主持ラトゥナ・

 ドワジャを師として、僧侶、弟子を示すものを与えて、有情全てが

 無情供物の地となった。その後、タシルンポより一切智者

 パンチェン・ロブサン・チョイジ・ジャンツェン・バルサンボを招いて、灌

頂、聖言など

 正法を大いに聴いた。経法を聴いて、宝座など

 帝師に相応しい贈り物により、尊敬され、ますます供敬された。甲辰の年

（年）

 正月の、大祈願座の初めに招かれ、大変多く集まった

 法会において、の本生譚をよくし、韻詞を

 清らかに唱えたことは、「全ての人々が、チベット語の中でトンルン河の

 方言を損なうことなく話すのは、このようにとても驚くべきである。」と述

べて信仰、































                                                      
(1) 橋本訳に「阿闍梨」とある。 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









                                                      
(1)  
(2) 橋本本には gtsang（ツァン）とある。 
(3)  
(4) 
(5)  
(6) 橋本本には bkra shis lhun po とある。 

(7) 橋本本には shar rtshe dbon slob dgra Fdul とある。 

(8) 橋本本には dras spungs （デプン寺）とある。 
(9) 参照。 
(10) 
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 帰依した。その後、公正無私な大小寺院の大ラマたちと大

 諸侯の招聘に従って赴き、法と財物の布施をして、

 各々の寺院のラマと弟子の願望を完全に満たした。その後、

 ツァンの地において、弟子たちおよび施主たちが祈願した時、約束

 を与えたとおり、タシルンポよりシャルツェー、ダーヅゥルが、

 来られた。デプンからツァンに赴かれる道の途上において、上

 下の人々全てに、法と財物によって円満なる

 喜びの宴を創り出した。タシルンポに赴かれた日に完全なる

 円満教法の大いなる主、パンチェン・エルデニ・ロブサン・チョェキ・ギャ

ンツェン・バル




































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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







                                                      
(1) 橋本本には paN chen rin po cheblo bzang chos kyi rgyal mtshan dpal bzang po とある。 

(2) （伝記）
(3) 参照。 
(4)  
(5) 橋本本にはthugs dam （誓願）とあり、その音写と思われる。 
(6) Skt. anuXThAna （行為） 
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 サンボをはじめとして、師たちが馬に乗って出迎えに赴いたところ、地面に

立っているのを

 見て、乗り物より降りて善友たちのある者が、「ロン師の伝記と

 同じである。」と言って賞賛を述べた。近くの僧侶たちの行列と

 第葉終り

 共に大いなる教学堂のあるタシルンボに赴いて、法会に茶を作って

 配り、パンチェン・エルデニに対して、の供養などを大いに献じて、

 灌頂、教法もまた多く聴聞した。その大いなる地方において、多くのところ

に赴かれ、

 僧俗全てに涅槃の源を創った。その後、デプンに

 招かれ、広く、深く、詳しく誓願の行為を成し遂げたのであった。

 その後辛亥の年（年）にパンチェン・エルデニはデプンに赴かれ、

 壇上マンダラ海の指導者となって立ち、この聖者（ダライ・ラマ４世）に金

剛鬘灌頂を





























                                                      
(1) 他の訳は、佛陀としている。 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







                                                      
(1) 
(2) Skt. Aryadeva （聖なる天） 
(3) 橋本本には ba so （象牙）（人名）とある。 
(4)  
(5) 
(6)  
(7) 左横にチベット語 gragspa, ～を参照（タクパの

転生者ソナム）とある。との間の右側にある記号＋の位置への挿入を意味すると思

われる。 
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 授けた。ある時ドンフコンゲゲンの転生勝者

 ダライ、アリヤデーワ（聖天）最勝変化身聖法王バソの

転生者など、下アムドなど漢地、モンゴルの地の多くの大ラマたちが赴かれ、

 できる限りの財物供物を無数に奉げたところ、法と

 世界の希望を完全に満たしたのである。アリヤデーワ（聖天）とバソ転生者

の

 ２人を出家させて、十三佛の金剛畏怖

 灌頂などを授けた。歳の甲寅の年（年）月

 の初旬の良き時に、吉祥デプン寺において、パンチェン・エルデニ・

 ロブサン・チョイジ・ジャルツァンは師とし、パンチェン・ソドノム・ゲー

レク・バルサンは

 羯磨師として、さらにまた秘密師、時報師など羯磨僧の


































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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







                                                      
(1) Skt. upasaMpadA（具足戒） 
(2) Skt. saMvara （戒） 
(3) （を参照）Skt. dhvaja 

(4) 橋本本にはpaN chen とある。 
(5)  
(6) 橋本本にはrje btsun rva chen Xabs とある。 
(7) 
(8) Skt. yamarAja （閻魔大王） 
(9) Skt. adhiXThAna （加持） 
(10)  
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 数が揃った中において、慣習の欠けることのない、完全な所より、

 梵行の主たる具足戒をうけて紅色、黄色の袈裟を身にまとった人々の、

 幢帳最上の精髄となった。このようにしてパンチェン・エルデニなど多くの

上師たちの

 そばで、経典、ダラニ（真言）のあらゆる教法を聴聞した。世間の

 一つ目の解脱者大ワ翻訳者のすべての屍の中の佛として、

 葬り１つひとつを泥でおつくりした、大ツォンカパの神変

 による閻魔大王を合わせて招来し、ダラニ（真言）をとなえた。

 第葉終り

 加持した像をそのそばに招来し、読経などを数限りなく

 行った。また、一般に尊者たちは、所化と同様に



































�abcdef�abc�
����� �� ���




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 















                                                      
(1) Skt. siddhi （成就） 
(2)  
(3) 橋本本にはzhun shu wang （神宗万暦帝）とある。 
(4)橋本本にはbsod nams blo gros とある。左にと書き込みがある。
(5)  
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 賢者また成就者、聖者また善人など様々な現身が

 現われたことから、この現世において、主として、成就を注意深く成し遂げ

た

 次第である。丙辰の年（年）３月のうちに漢地の上帝

 である王、神宗万暦帝すなわち大王が、師ソドノム・ルルイなどに多くの

 漢人を遣わし、遍主金剛持佛という階級と職帽、

 職衣、印を献じ、デプン寺の漢式の建物に招いて

 供養と様々な祭祀を多く不可思議に行い、漢地に赴くことが

 必要と伝えたことに対して、予言のために口約束を与えた。

 ソドノムルルイ師の漢地に建立した寺院に、ガンダン



































                                                                                                                                                              
(1) 橋本本にはdga Fldan とある。 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







                                                      
(1) 橋本本にはpho brang とある。 
(2)  
(3) 左にと書き込みがあり、の前に入る。 
(4)  
(5)  
(6) Skt. buddhi 
(7)  
(8)  
(9)  
(10) 橋本本にはgsang yib とある。 
(11) 橋本本にはzhabs rjes （足跡）とある。 
(12) 橋本本には rtse kha nas とある。 

(13) 左にと書き込みがある。橋本本にはdge Fdun rgya mtsho とある。 
(14)  
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 宮殿の頂より顔をその方向に向けて掌の大麦を

 まいたところ、その寺院の内外の全てにおいて、かき集めねばならないほど

（多く）の

 （手の）大麦が降って、ある信者の胸に佛花が

 咲くなど、智慧を超えた神変を大いに

 示現した。サンイブの温泉に赴く時、石に長靴が

 明らかに現われた。大国師、執事長の後に前聖者の甥ジカマ

 法主などが、執事長の仕事をなしとげ、聖者一切智者

 ゲンデン・ジャムソの頌文に《ラマたちの近しい者たちである弟子たちの多

くが






































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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









                                                      
(1)  
(2) 

(3)  
(4) （切り株）
(5)  
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 害によって支えられ業果に背く。永遠の友となったことで、過ちある者に対

して

 信心を減らす。》と説かれた意味と尊者ミラレバが《信者の信仰は、

 この財物を土地に打てば土地を砕き、石に打てば

 石を砕く。》と説かれたごとく、あらゆる業の成分から、大切な

 ものとなった多くの所有物に、永く享受する炎によって、身口意

 第葉終り

 ３本の果樹をそのように燃やして、道を外れた考えの（ような）

 炭化した丸太を、高く大きく積み上げた多くのうちの１つが、

 様々な所業を成すならば、福徳ある王子は罪過ある王子を

 寛恕するが如く、彼らに対し、極めて寛くおゆるしになった。その後、お身

体が

 お疲れになった様子が見られ、月日に色































                                                      
(1) 宋代チベットの佛教学者（1040－1123）。 

�abcdef�abc�
����� �� ���




 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 







                                                      
(1)  
(2) Skt. kapAla（頭蓋骨） 
(3) 左にと書き込みがある。橋本本には blo bzang bstan Fdsin rgya mtsho と

ある。 

(4) Skt. pratiXThA 
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 身の荘厳を法の中心に集めて、兜率天の国に逝去された。

 その後、日間の福徳を大いに

 施した。丁巳の年（年）秋の終わりにパンチェン・エルデニはタントラ

 部と同様な、清浄なる手法による明光

 源宝（ダライ・ラマ４世）を荼毘に付した時、頭蓋骨全てと心臓、舌、

 目の３つと舎利が多く出て、ハルハのチューヘル侯が

 頭蓋骨を、トメトのロブサンダンジン台吉が心臓を

 それぞれ自領、福徳の地に招請した。塔を

 建立し、明光源宝（ダライ・ラマ４世）の舎利を収め、パンチェン・エルデ

ニたちは

 開眼供養を謹んで行った。



              かくの如く、アルタン・ハーンは聖一切智者





























                                                      
(1)  サキャの死（08920～08921）と同じ表現。 
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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







                                                      
(1) 橋本本にはbsod nams rgya mtsho とある。 
(2)  
(3) 橋本本にはyon tan rgya mtsho とある。 
(4) 
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 ソナム・ギャムツォーを招き、生者、死者の福徳にたよる命を

 絶つなどの、邪法の連続を絶ち、正法の白い光によって

 広く成し遂げた黄帽（ゲルク派）の教法を打ち立てた時に、勝者の

 主、そのモンゴルの地に涅槃の様相を示現した転生者は

 第４代の勝主ヨンドン・ジャムソがモンゴルの地にお生まれになったので、

特にモンゴルの地に教法が弘通する助けとなった。勝主（ダライ・ラマ４世）

の

 恩により、聖チンギス・ハーンとその子孫、ハルハ

 と内モンゴルの旗の諸侯も、三宝を

 恭しくささげ、並ぶもののない、ゲルク派の教法の持教者

 第葉終り

 たちに、恭敬をもって供養したことを範となし、モンゴル全てが

 ゲルク派の施主となった。勝主ヨンドン・ジャムソはウーに赴かれた






























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 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 









                                                      
(1) 左にと書き込みがある。橋本本にはbyams pa rgya mtsho とある。 
(2) 左にと書き込みがある。橋本本にはrin po che dge Fdun dpal bzang rgya  

mtsho とある。 
(3)  
(4)  
(5) Skt. maitreya（弥勒） 
(6) 橋本本には mgur Fbum （歌集）とある。 

(7) 左にと書き込みがある。橋本本にはkun dgaF Fod zer とある。 

 
(8)  
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 後、尊者ジャンバ・ジャムソーの転生者エルデニ・ゲンデン・バルサン・ジ

ャムソー

 を勝主自身の代理としてモンゴルの地に行かせて、

 勝主ソドノム・ジャムソー（ダライ・ラマ３世）の台座に鎮座させ

 マイダル・ホトクトと名付けた。聖なるソドノム・ジャムソーの愛弟子、

 フフホトのパンディタ・シレート・グーシリ法主は、広・中・略３種の

 般若と尊者ミラレバの伝記・歌集等多くの経典と論を

 モンゴル語に翻訳した。チャハルのリグデン・ホトクトの時代に、クンガ・

オドセルをはじめとする

 多くの翻訳官たちは、完全円満なるガンジョール（大蔵経）など多くの正法

をモンゴル語に

 翻訳した。その後着手してから、現在に至るまで、経典を翻訳する、又


































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 

 

 

 

 

 

 










































                                                      
(1)  
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 説法する、聴聞するなど教法を大いに弘通したので、モンゴルの地の

 城市全てが、白善の道に進み、三宝を敬奉する

 信仰と、供物など尊者の行法において大いに努力する事

 となった。










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